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228 第２２８回 松戸市陸上競技記録会 令和５年度 第１回投擲大会開催要項

1、 主 催 ： 松戸市陸上競技協会

2、 後 援 ： (一財)千葉陸上競技協会、(一財)松戸市スポーツ協会

3、 主 管 ： 松戸市陸上競技協会

4、 日 時 ： 令和　５年　５月２７日（土）      競技開始 　　午前１０：００～

5、 会 場 ： 松戸運動公園陸上競技場　　　松戸市上本郷 ４４３４番地

6、 競 技 、 種 目 ： 競技規則は（公財）日本陸上競技連盟競技規則、及び本競技会申し合わせ事項により実施。

○： 一　般　男　子、砲丸投（７.２６０Ｋｇ）、円盤投（２.０００Ｋｇ）

○： 高　校　男　子、砲丸投（６.０００Ｋｇ）、円盤投（１.７５０Ｋｇ）

○： 一般・高校女子、砲丸投（４.０００Ｋｇ）、円盤投（１.０００Ｋｇ）

7、 申 込 資 格 ：

①： 一般及び大学生を除く個人での参加申し込みは出来ません。高校・クラブチームについては下記③④であること。

高校・クラブチームについては、指導者または顧問が競技審判役員として登録し協力できる団体であること。

②： 一般及び大学生は、今年度(公財)日本陸上競技連盟登録者及び今年度学連登録者。

③： 高校生は、今年度在学都道府県高体連陸上競技専門部に、団体・ナンバー登録していること。及び所属校々長と保護者の参加承諾を得た生徒。

④： クラブチーム参加申込者は、今年度(公財)日本陸上競技連盟登録し、クラブ代表者と保護者の標記記録会への参加承認を得た生徒。。

クラブチームの高校生は、学校教育法で定める高校生とし、該当する「６、種別と種目」を遵守すること。

⑤： 松戸市陸上競技協会が参加申込を認めた団体所属競技者及び個人競技者。

8、 参 加 制 限 ：

一人１種目とする。一団体１種目の人数制限はありません

9、 申 込 方 法 ：

松戸市陸上競技協会ＨＰの参加申込ファイルをダウンロードし、参加申込団体・競技者データを入力したファイルで申し込む。

申込一覧表（所属長承認押印済）は、開催日会場受付で提出して下さい。

10、 参 加 申 込 費 ： 一人１種目につき、一般・大学生は１０００円（アスリートビブス代を含む)、高校は７００円。

参加費は、締切日翌日のＨＰの受付リストに受付完了確認をし、指定された口座に競技会前々日までに振込納入する。

 「振替払込請求書兼受領証」を、競技会参加申込領収書として代替します。

代表の方は「振替払込請求書兼受領証」を、競技会当日団体受付で一覧表と一緒にご提示してください。

11、 申 込 期 間 ：

令和　５年　５月１２日（金）～　５月１８日（木）

各種別種目人数で、１組は最大２０名程度を予定し、本競技会の運営限度とします。

この限度数を超える場合、申し込みを御遠慮して頂くこと場合があることを、あらかじめご了承ください。

12、 申 込 先 ：

①： 松戸市陸上競技協会の参加申込アドレスへ、入力済みのファイルを添付送信。（アドレス　entry＠mrk-tandf.jp）

なお、下記の「松戸市陸上競技協会　競技会参加申込に関する事項」を承諾したものとします。

「①個人情報の取り扱い、②競技結果（記録）等の取り扱い、③肖像権に関する取り扱い、④その他」

②： 受付返信はありません。受付けた参加団体(個人）一覧を、申込締切日翌日に松戸市陸上競技協会ＨＰに掲載するので、必ず確認してください。

申し込み送付したが参加団体(個人）一覧に、表示されていない場合早急に下記１４、⑥へ連絡して下さい。

13、 公 認 ： 競技記録については、(公財)日本陸上競技連盟に公認申請致します。全種目記録上位８名は、公認記録証を授与します。

14、 備 考 ：

①： 感染症対策のため「無観客競技会」とし、競技者及び競技会関係者以外入場禁止とする。また、当協会「新型コロナウィルス感染防止対策」による開催とします。

②： 健康診断の受診・スポーツ傷害保険の加入が望ましい。競技中に発生した事故等は、主催者側で応急処置は行なうが、以後の責任は負わない。

③： アスリートビブス（ナンバーカード布）は下記の通り。

学連登録者・陸上競技協会及び一般クラブ登録者は、主催者でナンバーを割り当て、割り当てアスリートビブス（ナンバーカード布）を受付時に渡します。

高校生は高体連登録アスリートビブス。ただし千葉県以外は下記⑥に問い合わせてください。

④： 参加団体から競技役員になって頂き競技運営にご協力下さい。なお競技役員の氏名、審判の希望部署は『申込一覧表』にご記入下さい。

⑤： 投擲器具の持込は可能とするが、必ず検定を受けること。シューズ・スパイクピン等の規定は、今年度（公財）日本陸上競技連盟競技規則のとおりとする。

⑥： 問い合わせ先、　　松戸市陸上競技協会、    林　英昭　090-3349-0316、　　蓑津 潤 　090-7018-3354
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第２２８回 松 戸 市 陸 上 競 技 記 録 会 　　令和５年度第１回投擲大会

競 技 順 序

　５月２７日（土曜日）

砲 丸 投

№ 種　　別 種　　目 組 競技開始 　招集時間

1 一 般 男 子 砲丸投(7.260Ｋｇ) 1組 10:45 10:15 ～ 10:25

2 高 校 男 子 砲丸投(6.000Ｋｇ) 1組 10:45 10:15 ～ 10:25

円 盤 投

№ 種　　別 種　　目 組 競技開始 　招集時間

1 高 校 男 子 円盤投(1.750Ｋｇ) 1組 14:00 13:00 ～ 13:15

2 高 校 女 子 円盤投(1.000Ｋｇ) 1組 14:00 13:00 ～ 13:15

3 一 般 男 子 円盤投(2.000Ｋｇ) 1組 14:00 13:00 ～ 13:15
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競　技　注　意　事　項

１、 規　則

① ２０２３年（公財）日本陸上競技連盟規則、及び本競技会実施要項・申し合わせ事項によって行う。

② 全ての種目は、３回の予選試技を行い、決勝試技３回を行う。

③ 本競技会は、競技者が日本陸上競技連盟競技規則ＴＲ５.２に適合したＷＡシューズリストで承認されている

市販のシューズを競技に使用していることを前提としているので、参加者全員のシューズチェック（検査）は実施しない。

２、 練　習

① ウォーミングアップは、競技場トラック(本部前直走路を除く)及び競技場外周路で危険防止に十分注意して行う。

② 特に公園内駐車場でのアップは、禁止とし厳に慎むこと。

③ 各種目とも試技場所での競技役員の確認を完了した競技者は、競技役員の指示されたフィールドで行う。

３、 競技場・競技用靴について

① 本競技場は、全天候型の競技場です。フィールドは日本陸上競技連盟施設検定公認の人工芝です。

② 競技用シューズの規定は、（公財）日本陸上競技連盟競技規則TR５．２、のとおりとする。

４、 招集手順・入退場

① 招集所は、競技場正門を入り、右側に設置。招集時間は、競技順序時間で確認する事。

招集は、招集所で、競技者本人がアスリートビブス（ナンバーカード）の確認を受ける。

代理人による招集は原則認めない。

② 持ち込み投てき用具は、用器具検定申請用紙に記入し本部室へ持参、確認を受けること。

③ 召集完了時刻は試技場所移動開始とし、試技場所(下記参照)での係からの確認の際、

「アスリートビブス（ナンバーカード）付きユニフォーム」を提示すること。 

◇砲丸投 Ｂゾーン砲丸投げピット

◇円盤投 Ａゾーン投擲ピット

◇ハンマー投 Ａゾーン投擲ピット

◇ヤリ投 当日の風向きにより、Ａゾーン投擲ピット、またはＢゾーン外側水壕付近

⑤ 招集完了時刻に遅れた競技者は、棄権とみなします。

招集所の確認がなく試技場所への集合した場合、試技は認められない。

⑥ 競技場の入退場については、競技者係及びマーシャルの指示に従う。

５、 アスリートビブス（ナンバーカード）

アスリートビブスは胸（腹ではない）と背に、しわにならないように伸ばして、四隅を安全ピン等で確実に着装する。 

６、 競技用具について

① 競技用具は原則として競技場備え付けのものを使用する。

但し、競技者は係の検査を受けて承認され、かつ全競技者が使用できる場合は自分の用具の使用ができる。

検査は、競技場入り口受付での受付後、係りの指示で競技開始２時間前から１時間前までに検査を受けること

② 滑り止め （炭酸マグネシウム ）は、本競技会で準備しない。

滑り止めを使う場合は、競技者が各自持参すること。 なお、他の競技者と共有しないこと
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７、 記　録　・　記録証

① この競技会の記録については、（公財）日本陸上競技連盟への記録公認申請を行います。

② 記録の発表掲示はありません。アナウンス発表及び 後日のWEB発表とします。

競技者には、アナウンス発表後出場した種目のリザルトを本部室で配付します。

③ 全ての種目について、記録上位の８名に競技記録を称える主催者発行の記録証を授与する。

記録集計発表後、放送連絡をするので競技者本人または、代理の人が本部室へ受け取りに来てください。

８、 抗　　議

日本陸上競技連盟、競技規則規則 TR８．による。 （記録発表後３０分以内）

９、 その他

① プログラムの誤表記・記載内容の訂正は、総務へ申し出ること。

プログラムへの追加については、主催者側の未・誤編成・誤記等によるもの以外は受け付けない。

② 待機場所、トイレ等の競技場内外及び付帯設備の整理・整頓に努める。

会場内の競技者・競技役員・競技運営スタッフの動線(通行経路)を区別(指定)しているエリアがあります。

各々の区別(指定)外への立ち入り・進入は厳に慎み、競技役員・マーシャルの指示にご協力ください。

③ 携帯電話・トランシーバー・ビデオカメラ・音楽再生機器等、競技場内に持ち込むことはできない。 

④ 各自の持ち物については自分自身で管理し、盗難には十分注意すること。主催者で責任は負わない。

自身の出したゴミ類は全て、特に体液等の付着したものについては密封しお持ち帰り下さい。

⑤ 競技中に発生した事故などについては、応急処置を主催者で行うが、以後の責任は負わない。

競技参加者は、スポーツ傷害保険等に加入していることが望ましい。

⑥ 競技場内での感染防止に対する指示事項に従っていただけない場合、主催者は競技会会場内への

滞在を許可できません。競技会会場から早急な退場を警告・指示されることを、ご承知おき下さい。

⑦ 主催者は、競技会に関る全ての方に対し、感染責任を負うことはできない
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